
令和 3年度仙台市障害者自立支援協議会について（案） 

 

１ 方向性 

 今年度の取組みを継続しつつ，令和２年７月から開始した基幹相談支援センター事業や

モデル事業を経て令和３年４月から本格実施する地域生活支援拠点を，区障害者自立支援

協議会等の既存の体制と連動しながら相談支援体制の整備を進めていく。 

 

２ 活動内容等 

（１）各区障害者自立支援協議会 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう，地域課題の共有や課題解決に向け

た取り組み，関係機関等の連携強化，社会資源の開発，相談支援従事者の質の向上を図る

等，これまでの取り組みを継続し，進展させる。 

 

（２）地域部会 

  多機関協働による地域づくりを進めるにあたり，各区における取組み状況等を共有し

汎化すべき事項等について検討する。また，区障害者自立支援協議会，基幹相談支援セン

ター事業，地域生活支援拠点など相互の連携状況を確認し，そのあり方について協議する。

加えて，各区自立協での地域課題である居住支援やサービス移行期の課題についても連

動して協議していく。 

 

（３）評価・研修部会 

見直した内容をふまえて障害者ケアマネジメント従事者養成研修を実施し，その評価

を行う。また，障害者相談支援事業所運営自己評価を継続しつつ，事業所のみでは解決で

きない課題等への対応にかかる方策を検討する。 

 

（４）本会 

地域部会及び評価・研修部会でまとめられた内容を受け，意見交換を行う。また，基幹

相談支援センター事業及び地域生活支援拠点の実施状況を確認し，「今後の障害者相談支

援体制のあり方」の具現化に向けた取組みについても，適宜，報告や検討を行う。 
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